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1．立地適正化計画とは

全国的な人口の急激な減少と高齢化を背景として、高齢者や子育て世代にとって、安

心できる健康で快適な生活環境を実現すること、財政面・経済面において持続可能な

都市経営を可能とすることが大きな課題

 こうした中、医療・福祉施設、商業施設や住居等がまとまって立地し、高齢者をはじめと

する住民が公共交通によりこれらの生活利便施設等にアクセスできるなど、都市基盤整

備に留まらず、福祉や交通なども含め分野横断的に都市全体の構造を見直し、『コンパ

クト・プラス・ネットワーク』の考えに基づき、まちづくりを進めていくことが重要

 このような背景を踏まえ、平成26年8 月に都市再生特別措置法が改正され、行政と住

民や民間事業者が一体となったコンパクトなまちづくりを促進するため、立地適正化計画

制度を創設

立地適正化計画の制度創設の背景

 「立地適正化計画制度」は全国の地方都市が抱える人口減少・少子高齢化の課題を背景として、平成26年８月の
都市再生特別措置法の改正とともに創設された新しいまちづくりの制度です。



人口が減少しても、まちをコンパクトにすることで「生活利便性向上」と「都市機能維持」の相乗効果による
暮らしやすいまちを目指します。

目
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将
来
の
姿
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人が集まりやすい場所（都市機能誘導区域）に市民生活の利便性を高める施設やサービスを誘導

生活利便性が高い範囲（居住誘導区域）に時間をかけて住まいを集め、スポンジ化を食い止める

立地適正化計画が目指す将来のまちの姿  立地適正化計画を策定することで、まちなかの拠点性や利
便性を高め、便利な暮らしを選択できる都市構造への転
換を目指します。

人口減少・少子高齢化が進み「スポンジ化」が進行し病院やスーパー、公共交通の維持が困難となり
暮らしにくいまちになってしまう心配があります。
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２．上山市立地適正化計画の位置づけ

立地適正化計画の位置づけ

即す

整合
高度化

○居住誘導区域の設定
○都市機能誘導区域の設定
○誘導施設や誘導施策 など

立地適正化計画

上山市
中心市街地活性化

基本計画

関連計画

など

上山市まち・ひと・しごと
創生総合戦略

上山市公共施設等
総合管理計画

山形県住生活基本計画

第７次山形県保健医療計画

第７次介護保険事業計画

第３次上山市
地域福祉活動計画

上山市地域防災計画

第７次
上山市振興計画

○県内の都市づくりの基本理念
○山形広域都市計画区域などの
将来都市像 など

山形広域都市計画区域
マスタープラン
（山形県決定）

（都市計画区域の整備、開発及び保全の方針）

上山市
国土利用計画

【目標年次】2031年
※都市マスの目標年次と整合、
ただし人口動向等は長期的視点に
たち2045年時点を目標とする

【対象区域】都市計画区域
※誘導区域の設定は市街化区域内を
対象とする

※概ね５年毎に評価指標による効果検証を
行うことを基本とし、上位関連計画の計
画期間等との整合を図りながら必要に応
じて見直しを行う

○都市づくりの目標
○全体構想
○エリア別構想 など

第２期上山市都市マスタープラン

【目標年次】2031年
※振興計画の計画期間を考慮

【対象区域】都市計画区域

 第７次上山市振興計画などの上位計画に即して策定した「第２期上山市都市マスタープラン」を高度化する計画として、
関連計画とも整合を図りながら、居住誘導区域や都市機能誘導区域、誘導施設、誘導施策を定めます。
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3．策定体制

▲ 上山市立地適正化計画策定体制図

住民説明会

関係団体ヒアリング

立地適正化計画策定委員会

委員長

委員

オブザーバー

幹事長

幹事長代理

幹事

副市長

庶務課長、市政戦略課長、財政課長

健康推進課長、福祉課長、子ども子育て課長

商工課長、観光課長、建設課長、上下水道課長

管理課長、学校教育課長、生涯学習課長

山形県都市計画課長

建設課長

建設課都市計画係長

庶務課、市政戦略課、財政課、健康推進課

福祉課、商工課、観光課、建設課、上下水道課

管理課、学校教育課、生涯学習課

市 長

事務局
建設課都市計画係

諮問

答申

上山市都市計画審議会

提言・助言

意見の反映

意見の反映

関係団体の一つとして
お願いするものです


